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この『生きがい通信』は、兵庫県生きがい創造協会本部の事業や県内各地の高齢者大学の諸事業、各施設

の情報をお知らせしています。  

 

 

 

 

ゆうゆうチャンネル 開設！（西播磨文化会館） 

西播磨文化会館ホームページに“ゆうゆうチャンネル（生涯学習オンライン講座）”を開設しました。 

これは、西播磨で地域づくり活動や

伝統文化活動、芸術文化活動等に活躍

する人々が制作した動画を配信し、活

動の様子を広く紹介するサイトです。 

希望する団体（10 団体）を募集。希

望団体には動画制作に係る経費を支給

するほか、撮影機材の貸し出しや編集

のお手伝いもしています。この機会を

活用して自分たちの活動

をどんどん発信していき

ましょう。なお、視聴は

無料です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年８月 No.３４ 
 

ごあいさつ 

 

生きがい創造協会では、「いなみ野学園」をはじめとして、県下各地で高齢者大

学を運営しています。現在、約 2,200 名を超える受講生の皆さんが、仲間との交流

を育みながら学びを深め、それぞれの地域で元気に活動されています。 

令和２年にはじまった新型コロナ感染症の拡大は、私たちの生活を一変させました。当協会の各高

齢者大学でも休講を余儀なくされ、様々な学園活動で制約を受けてまいりましたが、その時々に応じ

た感染対策を学生の皆さんと協力しながら確実に実践することで、今ではほぼ新型コロナ前の活動を

取り戻しつつあります。 

現在も、オミクロン株による第 7 波の最中ではありますが、地域イベントや発表会、多世代の交流

事業など、地域のにぎわいを取り戻す活動にも徐々に取り組んでいるところです。今回の「生きがい

通信」でも、こうした各施設の取り組みをご紹介いたします。 

いつまでも健康でいられること、そのためには純粋な運動習慣を持つだけではなく、人とのつなが

りの中で、学びや趣味、ボランティアなどの活動を継続することが大切だと言われます。 

興味があっても、はじめることをためらっている方も多いのではないでしょうか。まずは一歩、踏

み出してみませんか。生きがい創造協会は、そんな皆さんを応援いたします。 

 

 

 

公益財団法人 兵庫県生きがい創造協会  理事長 林 省吾 

トピックス 

現在配信中の動画 
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ひょうごラジオカレッジ 
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いなみ野学園 
 

阪神シニアカレッジ（阪神） 

いなみ野学園は、総合的・体系的に学べる高齢者大学として、

1969年に全国に先駆けて開設されました。2019年の創立 50周年

を機に、専門講座の時間数、学習内容を充実させ、より専門的、

実践的なカリキュラムに改変しました。 

現在、4 年制の高齢者大学及び 2 年制の大学院を開設し、豊か

な自然環境の中で1,000余名の学生が熱心に学習しています。 

“いなみ野”という名称は、いなみ野学園の所在する播州平野の

一部を指す呼び名で古く万葉集にも歌われています。 

「学び続ける人は輝いている」をキャッチフレーズに、

ラジオを通じて生涯学習の場を提供しています。現在、

1,500名余が学習しており、最高齢は106歳の方です。 

毎週土曜日、朝７時からの 30 分間、ラジオ関西で講座

を聴いて、はがきなどで感想文を提出します。 

1 年間の「本科生」終了後も「生涯聴講生」として学習

継続ができます。 

受講料にはテキスト代を含み、県内在住者は年間 6 千

円、県外在住者は年間7千円です。 

 

兵庫県生きがい創造協会では、高齢者を中心とした県民の皆様

の「学び」を応援するため、県内各地の施設で高齢者大学等を開

設し、生涯学習講座を提供しています。各施設の主な活動を紹介

します（各施設の連絡先は、このニュースレターの最後に記載し

ています）。 

個性あふれる「学び舎」 

アクティブ・シニアが集う 特 集 

宝塚大劇場・宝塚バウホール 

阪神シニアカレッジは、1997 年に開学し、これまでに 3,100 名余

の卒業生を輩出しています。 

園芸、健康、国際理解の3つの4年制学科と、阪神ひと・まち創造

講座の2年制講座のほか、学生や卒業生の地域活動を応援する「地域

活動支援センター」があります。 

2019年4月に新築移転し、各学科では教室での講義にとどまらず、

新学舎が有する機能や多種多様な専門機関・団体を有する阪神地域

の地の利を生かし、特色ある授業を展開しています。 

各学科では常に学習プログラムを見直し、各分野の最新の知見を

有する講師による講義を実施しています。学生以外の方も年間約 350

講座を聴講することが可能で、定期的な通学が困難な方が都合の合

うものを選んで受講できるほか、実際の講座を体験してから入学を

検討することができます。 
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みてやま学園（但馬） 

うれしの学園生涯大学は、昨年開設50年を迎えました。 

兵庫県地域高齢者大学４年制大学講座として、総合講座・専

門講座を開講し、学生の皆さんの仲間づくりや生きがいづく

り、また、地域活動を行う実践力を高めることを目的としてい

ます。 

講座内容は「学びと実践の一本化」をテーマに「生涯大学入

学＝地域デビュー」との考え方で、カリキュラムを編成してい

ます。 

 

ゆうゆう学園では、高齢者が豊かで生きがいのある生活

を送り、仲間とともに楽しく地域活動に参加するよう総合

的・体系的な学習の場を提供しています。 

4 年制大学講座では、全学生が共通して学習する教養講

座に加えて、環境創造・健康福祉・地域創造の 3コースに

分かれて専門的に学びを深めます。 

2 年制大学院講座では、各自で設定した学習テーマに基

づいて探究活動を行い、地域活動実践者としての資質を身

につけます。 
 
 

うれしの学園生涯大学（北播磨） 

みてやま学園では、高齢者に総合的・体系的な学習の機

会を提供することにより、高齢者の生きがいづくりを支援

しています。 

自己の健康づくりや、地域づくり活動の実践力を培うな

どの生涯学習の機会を提供するとともに、ここでの学びを

通して長寿社会を担う地域活動の実践者を養成し、生きが

いづくりや社会参加の推進に寄与することを目的とした活

動となります。 

いざなぎ学園は、高齢者の生涯学習を支援しています。 

大学では、淡路島の歴史や文化、健康福祉、自然環境な

どについて、講義や実習、体験を通して楽しみながら 4 年

間かけて学びます。 

また、大学院では淡路島の魅力や社会参加活動につい

て、総合的、体系的かつ実践的に2年間かけて学びます。 

いざなぎ学園（淡路） 

ゆうゆう学園（西播磨） 
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各施設だより 
 

 
 
「いなみ野学園 交通安全教室」を開催 
 
 いなみ野学園では、高齢運転者による運転操作誤りなどの重大な交通事故は社会的反響、関心が高いこと

から、毎年4年生の共通講座で交通安全教室を実施しています。 

本年 5 月にサポートカーの限定免許制度がスタートしたことに伴い、従来からの講義に加え、サポートカ

ーに乗ったり、死角体験ができる実技を取り入れた教室を 7 月 8 日(金)に県生活安全課、日本自動車連盟

（JAF）兵庫支部、加古川警察署、加古川市の自動車販売会社などと連携して企画・実施しました。 

4 年生約 160 人の学生が参加し、加古川警察署からの講義を受講するとともに、実際に自動ブレーキの利

きを体感したり、車の死角やシートの高さ、背もたれの角度といった適切な運転姿勢など基本を再確認し、

安全運転への意識を高めました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

「令和4 年度第1 回中央スクーリング」を開催 
 

6 月 3 日（金）、いなみ野学園大講堂において、本年度の開講

式でもある第1回中央スクーリングを開催しました。 

本年度入学した本科生45名をはじめ、生涯聴講生合わせて120

名を超える出席がありました。 

開会式では、林省吾理事長の列席の下、加古隆司ひょうごラジ

オカレッジ学長より開会の挨拶がありました。来賓挨拶では、兵

庫県県民生活部 木村晶子次長から入学のお祝いと励ましの言葉

をいただきました。 

講義は、湊川神社秘書課広報室長の鈴木智子先生から「日本最古のオリーブ樹と楠公精神」と題して、年

配の学生の皆さんには馴染み深い楠木正成公が今なお尊敬を集める理由等についてお話いただきました。

「楠公の歌」（青葉茂れる桜井の）の歌が流れると懐かしく口ずさんでいました。 

その後、委嘱講師の先生方からラジオカレッジでの学びに

ついて、感想文の書き方や学習に取り組む姿勢等の指導と励

ましの言葉をいただきました。 

参加者にとって先生方から直接の指導を受けるとともに他

の学生の皆さんとも交流ができ、有意義な中央スクーリング

となりました。 

いなみ野学園だより 

ひょうごラジオカレッジだより 
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25 期生 企画報告会 ～企画づくりの成果を発表～ 

7 月 23 日（土）に県立男女共同参画センターで、第 25 期生 2

年次の企画報告会が開催されました。 

25期生10人は、昨年12月から企画のつくり方を学び、それぞ

れが持っている課題意識に基づいて 3つのテーマでチームに分か

れ、企画づくりを進めてきました。 

この日の企画報告会では、企画に至った思いやその課題の背景

などの企画意図、さらに企画の詳細、今後のスケジュールなどを

企画運営委員に発表し、今後の実践に向けての意見、アドバイス

をもらいました。企画運営委員からは厳しいながらも温かいたく

さんのアドバイスがありました。 

 

《意見、アドバイスの一例》 

・取組の段取りとか、仕込みとか、準備の体験をすることが創生

塾の一つのテーマ。この日（イベント等の実施日）のことも重要

だが、この日のためにどんな準備が必要なのかということを経験

することが重要だ。 

・企画書はやったことを振り返るために書くものだと思う。その

取組が成功すれば、企画書で考えたとおりの成果が得られたか、

成功しなければ、なぜ成功しなかったのか、それを振り返ること

ができるように企画書をつくる。 

 

《3チームの企画内容》 

チーム名 活動名 活動目的 活動概要 

Team 

Love 

ふるさとひょうご創生

フェス～愛はコミュニ

ティを救う～ 

・地域の人と人とのつながり

づくり 

・地域活動の活性化 

・地域づくり人材の育成 

現在精力的に活動している卒塾生や地域の

元気な活動実践者を招き、これからの地域

活動をテーマに意見交換し、これをオンラ

インでも発信する創生フェスを開催する。 

一期一会 

地域における在住外国

人の居場所作り 

 

地域コミュニティで外国人と

地域住民がつながる 

地域の外国人と日本人が防災をテーマにし

た座談会とワークショップを実施し、これ

を契機に、お互いに関心を持って共生する

顔の見える関係性づくりを進める。 

ちえのわ 

こども屋台繁盛亭 

こどもが中心となって

企画・実行する屋台運

営 

住民同士が知り合って、つな

がり合うことで、子どもから

大人まで地域住民みんなが育

ちあえる地域をつくる。 

東灘こどもカフェの「子ども料理教室おか

ず寺子屋」にメニューの企画、デザイン、

材料の仕入れ、販売等の要素を追加した特

別イベント「こども屋台繁盛亭」を実施す

る。 

 

ふるさとひょうご創生塾だより 
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いなみ野学園短期集中講座の参加者を募集！ 

 生きがい創造協会では、いなみ野学園の放課後や空き教室を利用して、家庭生

活で役立つ趣味・知識等の分野について、有料制の短期集中講座を開催していま

す。兵庫県内に在住・在勤の方ならどなたでも受講いただけます。 

※先着順で受付けしています。定員に達し、締め切っている場合

があります。 

※詳しい内容や申込方法はいなみ野学園ホームページを参照してく

ださい。 いなみ野学園 で検索 

≪申込・お問合せ≫ 生涯学習部事業課（電話079-424-3380）  

 

【令和4年度実施予定の講座】 

講座名 実施期日 受講料 

藤原正美の話し方講座 
（3回講座） 定員：20名 

9/13、9/20、9/27いずれも火曜日 
14：00～15：30 

4,500円 

くらしに役立つ！算数・数学講座 
（4回講座） 定員：30名 

10/6、10/13、10/20、10/27いずれも木曜日 
15：00～16：30 

6,000円 

剪定講習  
（2回講座） 定員：15名 

11/21（月）、11/22（火） 
10：00～15：00 

3,000円 

はじめての園芸入門ミニ講座 
（3回講座） 定員：30名 

12/19（月）、12/20（火）、12/22（木） 
13：30～15：30 

4,500円 

ひょうご文学散歩 
（4回講座） 定員：30名 

1/20、1/27、2/10、2/17いずれも金曜日 
15：00～16：30 

6,000円 

 

 

 

「オープンキャンパス2022」を実施 

8月3日（水）「オープンキャンパス2022」を実施し、NHKや各地の

FM、J:COM、タウン誌などの告知もあって、多くの方が来館されました。

13時30分からの「阪神間と温泉文化」をテーマとした田辺学長のオープ

ン講座には約120名の方が参加されました。身近な地域である阪神間と温

泉にまつわる講義内容で、とりわけ温泉の歴史や泉質についての説明に参

加者は熱心に聞き入っておられました。 

田辺学長のユーモアのある語り口に「おもしろく、楽しく、分かりやす

くとても良かった」と好評で、「阪神間にこんなに多くの温泉があったこ

とに驚きです」「温泉の入り方など知識が深くなりました」などの感想が

寄せられました。 

約70名の方がアンケートに回答くださり、うち約40名の方から来年度

の入学募集案内の郵送希望がありました。また、活動中のクラブの様子や

屋上農園も見学いただいたほか、その場で2学期以降の聴講を申し込まれ 

る方もあり、多くの方にカレッジに関心を持ってもらうことができました。 

なお、10月には文化祭、12月にはオープンキャンパス第2弾を予定し

ており、更に阪神シニアカレッジを知ってもらえるよう努めていきます。 

 

阪神シニアカレッジだより 

生涯学習部だより 
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3 年ぶりに開催「うれしの春のフェスティバル」 

兵庫県立嬉野台生涯教育センターでは昭和57年5月から「ひょうご花のフェスティバル」が開催され、現

在は「うれしの春のフェスティバル」として施設を広く一般に開放し、芸術・文化・スポーツイベントの実

施等の地域における活動団体の交流などを行うフェスティバルを開催しています。 

 

   
中庭広場の様子                    飲食場所の様子 

 

令和 4 年度は新型コロナウイルス感染防止対策を徹底して、3 年ぶりに「うれしの春のフェスティバル」

を令和4年5月4日に開催しました。来場者数は約4,600名にもなり、大いに盛り上がりを見せました。 

また、「うれしの春のフェスティバル」の運営にあたっては、46 団体の協賛を得ることができ、ステージ

発表や模擬店等には42団体の参加もありました。高校生ボランティアの参加もあり、ボランティア活動を通

じて、地域住民との交流の場を設けることができ、多くの世代が楽しめるフェスティバルとなりました。 

令和 5 年度も開催予定であり、新型コロナウイルス感染症が収まり、更なる盛り上がりを見せられるよう

に尽力していきます。 

 

   
高校生とコラボした販売の様子              ステージ発表（和太鼓演奏） 

 

 

 

 

 

 

 

嬉野台生涯教育センターだより 
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令和4 年度 播磨「歴史・地域学」講座を開催！ 
地元への愛着とふるさと意識の向上を目指して、今年も「播磨の山城」をテーマとする連続講座を開催

します。 

《各回共通》  場所：西播磨文化会館 講堂  定員：100名 時間：13：30～15：00  受講料：無料 
日 演     題 講   師 

10月05日（水） 城山城―古代山城と赤松の城― 
たつの市教育委員会 

義則 敏彦 氏 

10月26日（水） 利神城跡―戦国時代から現代へー 
佐用町教育委員会 

        藤木  透 氏 

11月16日（水） 秀吉の播磨攻めと城郭 
三木市立みき歴史資料館 

        金松  誠 氏 

12月14日（水） 
播磨の山城と戦国時代―メジャー測量図から

見た上月城の攻防― 

中世城郭研究家 

        木内 内則 氏 

 

播州段
だん

文
もん

音頭大会（8 月27 日）を目指して！ 

 播州段文音頭とは一遍上人の念仏踊りを起源とし、後に出雲の阿国らが浄瑠璃や歌舞伎を取り入れながら

普及させ、口伝や聞き覚えで播州地方に伝承されてきた伝統芸能です。毎年 8 月末には各保存会が一堂に会

する段文音頭大会（会場 西播磨文化会館）を開催してきました。36回目となる今年は 3年ぶりに一般参加

も受付け、にぎやかに行う予定です。また、5 月から月 1 回のペースで開いている段文音頭教室では、約 40

名の受講者が技の継承と裾野の拡大を目指して頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 

3 年ぶりの交流活動～ゆうゆう学園（西播磨高齢者文化大学）～ 

 コロナ禍での学園生活も 3 年目となりました。「コロナに負けないゆうゆう学園」を合言葉に感染予防対

策に取組み、徐々に講座・クラブ活動・行事を再開してきましたが、今年は 3 年ぶりに各種の交流活動も始

めました。6月には西楽保育園児（5歳児クラス）と、7月は龍野北高校生との異年齢交流を行い、7～8月に

は学年ごとに料理教室を楽しんでいます。感染状況は依然として先行き不透明ですが、今後も心の触れ合い

を大切にして、何ができるかを探求していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西播磨文化会館だより 

総踊り（過去の様子） 段文音頭教室 
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「２０２２親子フェスタ ＩＮ 但馬文教府」を開催しました！ 

但馬文教府では、子どもたちに科学への関心を持ってもらおうと毎年親子フェスタを開催しています。 

今年も7月9日（土）に開催し、但馬地域の小学生や幼児と保護者を中心に約500人が参加しました。 

ＪＡＸＡの講師の指導によりロケットや空力翼艇を工作して飛行機が空を飛ぶ仕組みに触れたり、移動プ

ラネタリウム、ドローン操作、金メダル作り、貝がら工作、バギーや鉄道模型での遊び等を体験し、親子の

ふれあいを深めました。 

     

 

     

 

 

「第４５回但馬美術展」を開催しました！ 

今年で45回となる美術展を8月2日から8日までの間、但馬文教府ふるさと交流館で開催しました。 

但馬地域と京都府内から応募があった水彩画、油彩画、日本画等合計８３点の絵画を展示し、この内から特

に優秀な17作品を知事賞をはじめ入賞作品として表彰しました。 

また、入賞作品と会員作品を除いた作品の中から、期間中の来場者約1000人による投票により2作品を特

別賞として表彰しました。 

 

   

但馬文教府だより 



- 10 - 

 

 

 

 

淡路人形浄瑠璃後継者交流発表会を開催！ 

7月 24日（日）に、淡路人形浄瑠璃の後継者団体が交流を図る「淡路人形浄瑠璃後継者交流発表会」が洲

本市文化体育館文化ホール（しばえもん座）で開催されました。令和元年度以来の開催となります。 

当初、11 団体が参加する予定でしたが、新型コロナウイルス感染急拡大のため、島内 1 団体と徳島県内 2

団体が不参加となり、8 団体での開催となりました。参加した団体はそれぞれ人形浄瑠璃の伝統の灯を絶や

さないよう日夜練習に励んだ成果を存分に披露しました。 

            

 

 

出 演 団 体 ：福井子供会人形浄瑠璃部、南あわじ市立南淡中学校、淡路人形芸舞組、兵庫県立淡路三原高   

       等学校、南あわじ市立三原中学校、淡路人形浄瑠璃青年研究会 

特別出演団体：鶴澤友吉会（南あわじ市）、鶴澤友球会（淡路市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淡路文化会館だより 
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